
 

 

令和6年度 

生涯学習に関する意識調査結果 
 

1. 調査者 

静岡市葵生涯学習センター（指定管理者 公益財団法人静岡市文化振興財団） 

 

2. 調査の目的 

静岡市民の生涯学習活動に関する実態及びニーズを把握し、生涯学習センターの事業や管理運

営へ反映させることを目的として調査を実施した。 

 

3. 調査対象 

施設利用者に限定せず、広く市民を対象に実施 

 

4. 調査方法 

Google フォームから回答または調査用紙に回答 

 

5. 調査実施期間 

令和６年 12月 10日～令和７年１月 31日 

 

6. 回答状況 

有効回答数：692件 

 

7. 調査結果の表示方法 

・調査結果は、有効回答者数を基数とした百分率（％）で示し、小数点以下第２位を四捨五入した。そ

のため、内訳の合計が 100％にならない場合がある。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答比率の合計が 100％を超える場合がある。 

 

8. 調査結果 

本調査により、生涯学習センターと生涯学習に対する市民のニーズを把握することができた。生

涯学習事業に求めるものに対する回答は、どの年代も「趣味・教養など人生を豊かにする講座」及び

「生活に役立つ知識・技術を習得する講座」という回答が多数となった。なお、年代別にみると20～

50代では、「社会人の学び直しに関する講座」や「仕事に必要な知識・技術や資格取得のための講

座」、30～40代では、「子育てに関する講座・イベント」や「子どもを対象とした講座・イベント」と回

答する割合が高く、ライフステージに対応する事業の占める割合が高かった。また、60～80代で

は「パソコンやスマートフォンの使い方に関する講座」が、10代では「高校・大学生を対象とした講

座・イベント」や「センターまつり・文化祭」の割合が高かった。 

 生涯学習センターを利用したことがあるかの問いに対しては、利用したことがないと回答した割合

が28.6％という結果となった。理由として、「何をする施設かわからない」「利用の仕方がわからな

い」が最多となり、施設の周知についての課題が浮き彫りとなった。このほか、施設利用についての

問いでは、民間企業等の利用に対し肯定的な回答が７割を超えた。営利利用の制限緩和も含め、施

設を利用できる対象範囲の拡大について、静岡市とともに検討していく。また、情報発信について

は、生涯学習センターのホームページを見たことがない割合が半数を超え、生涯学習情報の提供や

広報について課題がみられた。SNSの活用など、幅広い世代に向けた効果的な情報発信手段を検

討していく。 各項目の詳細は、別紙のとおり。 
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生涯学習に関する意識調査 集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10代

3.0%
20代

9.8%

30代

11.7%

40代

13.2%

50代

16.6%

60代

18.2%

70代

21.1%

80代以上

6%

年齢

男性

32.9%

女性

65.8%

その他

0.3%

回答しない

1.0%

性別
葵区

55.8%駿河区

40.6%

清水区

6.1%

静岡市以外4.9%

回答しない0.4%

お住い

24.9%

15.5%

14.3%

13.6%

10.5%

6.1%

5.3%

5.1%

2.5%

1.2%
0.7%

会社員

非正規雇用・パート・アルバイト

専業主婦・主夫

仕事をしていない

公務員

自営業（個人事業主を含む）

学生

団体職員

その他

回答しない

就職活動をしている

職 業 

60.1%

56.2%

52.2%

39.2%

34.4%

23.6%

21.1%

18.1%

18.1%

10.5%

3.0%

生活を楽しみ、心を豊かにする活動をすること

生涯にわたって行う学習

趣味・教養を高めること

生涯学習センターなどの自治体の講座や教室における学習活動

高齢者の生きがいを充実すること

カルチャーセンターなどの民間の講座や教室における学習活動

社会人の学び直し

社会の変化に対応するために学ぶこと

健康・体力づくりをすること

仕事上の知識や技術を学ぶこと

わからない・思い浮かばない

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%
生涯学習に対する認識

問  「生涯学習」という言葉からどのようなことを思い浮かべますか。 

市民が「生涯学習」という言葉から浮かぶイメージについては 

一般的な生涯学習の定義と同様の認識を持っていることがうかがえる結果となった。 

「会社員」が最多。 

全体の25%を占めた。 
 
勤労者の割合は６割を超えた。 
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知っていて、利用し

たことがある

71.4%

知っているが、利用

したことはない

22.4%

知らない、利用した

ことはない

6.2%

施設の

認知度

69.2%

40.5%

36.6%

32.6%

31.2%

11.9%

11.3%

8.7%

4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

主催する講座やイベントへの参加

サークル活動への参加

併設されている図書館や市民サービスコーナー等の…

センターまつり・文化祭

会議、打合せへの参加

生涯学習に関する情報収集

ロビーなどフリースペースの利用

広報など市や公共施設の情報収集

その他

利用目的

「知っていて、利用したことがある」の回答者の

問  あなたは静岡市生涯学習センターを 1つでも知っていますか。 

また、利用したことはありますか。 

15.5%

15.5%

12.0%

11.0%

10.5%

7.5%

4.5%

3.0%

1.0%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

何をする施設かわからないから

施設の利用の仕方がわからないから

参加したい講座やサークルがないから

興味がないから

場所が遠い、交通が不便だから

その他

他の施設を利用しているから

利用方法や内容が制限されるから

利用する時間がないから

生涯学習センターを利用しない理由「利用したことはない」と回答した方の

施設の認知度は93.8% 

「利用しなかった」理由として「何をする施設かわからないから」「施設の利用の仕方がわ

からない」が最多となった。 

自由記述でも同様の意見が見られ、施設の周知に課題があることがうかがえる。  
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年代別 
生涯学習事業に求めるもの

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 
80 代 

以上 

趣味・教養など人生を豊かにする講座 61.9% 60.3% 67.9% 64.8% 78.3% 79.4% 74.0% 75.0% 

生活に役立つ知識・技術を習得する講

座 23.8% 41.2% 44.4% 39.6% 57.4% 55.6% 52.7% 40.9% 

子育てに関する講座・イベント 9.5% 20.6% 44.4% 29.7% 10.4% 4.0% 4.8% 0.0% 

子どもを対象とした講座・イベント 9.5% 17.6% 39.5% 30.8% 9.6% 5.6% 3.4% 0.0% 

高校・大学生を対象とした講座・イベ

ント 
33.3% 19.1% 2.5% 6.6% 4.3% 1.6% 0.7% 2.3% 

社会人の学び直しに関する講座 4.8% 16.2% 23.5% 25.3% 40.0% 29.4% 25.3% 18.2% 

仕事に必要な知識・技術や資格取得の

ための講座 
9.5% 27.9% 28.4% 24.2% 32.2% 19.0% 4.8% 0.0% 

パソコンやスマートフォンの使い方

に関する講座 14.3% 1.5% 11.1% 15.4% 28.7% 27.0% 37.0% 22.7% 

地域の課題の解決に役立つ講座 9.5% 8.8% 8.6% 12.1% 14.8% 16.7% 16.4% 18.2% 

ボランティアなど地域の人材を養成

する講座 14.3% 8.8% 6.2% 8.8% 16.5% 20.6% 19.2% 6.8% 

センターまつり・文化祭 33.3% 17.6% 16.0% 23.1% 14.8% 24.6% 23.3% 18.2% 

講座・イベントの主催より、集会室の貸出

しなど、グループ・サークル活動の支援に

重点を置いた方がよい 
0.0% 4.4% 3.7% 7.7% 7.0% 6.3% 6.8% 9.1% 

オンラインによる講座 0.0% 5.9% 2.5% 7.7% 5.2% 3.2% 5.5% 4.5% 

回答者数 21 68 81 91 115 126 146 44 

 

 

 

72.1%

48.6%

26.3%

22.8%

20.7%

19.4%

14.9%

14.2%

14.0%

13.9%

6.2%

5.3%

4.8%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

趣味・教養など人生を豊かにする講座

生活に役立つ知識・技術を習得する講座

社会人の学び直しに関する講座

パソコンやスマートフォンの使い方に関する講座

センターまつり・文化祭

仕事に必要な知識・技術や資格取得のための講座

子育てに関する講座・イベント

ボランティアなど地域の人材を養成する講座

子どもを対象とした講座・イベント

地域の課題の解決に役立つ講座

講座・イベントの主催より、団体活動の支援

高校・大学生を対象とした講座・イベント

オンラインによる講座

その他

生涯学習事業に求めるもの

年代別にみると、20～50代では、社会人の学び直しや仕事に必要な知識に関する講座、30～40代では、子

育てに関する講座や子どもを対象とした講座と回答する割合が高かった。また、60～80代ではパソコンやス

マートフォンの使い方に関する講座が、10代では高校・大学生を対象とした講座やセンターまつり・文化祭の割

合が高い結果となった。様々な世代のライフステージに応じた学習機会の充実を図る必要がある。 

問  次のうちあなたが興味のある講座・イベントを選んでください。 
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69%

29%

28%

17%

15%

12%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

市民のニーズに沿った講座やイベントの開催

自主学習スペース・フリースペース

フリーWi-Fi

サークル活動や講座の紹介を行う相談窓口

市民ボランティアの募集や育成

オンライン学習

その他

生涯学習センターに求める設備・サービス

民間企業等の施設利用について、肯定的な

回答が７割を超えた。 

回答者の６割以上を勤労者が占めたため、

民間企業の利用について肯定的な回答が

寄せられた可能性が考えられる。 行ってもよいと思う

70.5%

行うべきではない

8.1%

わからない

18.1%

その他

2.9%

民間企業の利用について

58.1%

26.7%

23.7%

17.1%

16.5%

15.0%

4.2%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

仲間・友人とサークル活動

マルシェ・フリーマーケット

研修会場

自習室・テスト勉強

自治会活動（会議・イベント）

わからない・特に思いつかない

部活動

その他

活動に対するニーズ

施設の設備やサービスに対する市民のニーズについて集計したところ、 

現在施設では事例のないフリーマーケットや研修会場としてのニーズが比較

的高く、今後の施設運営や施設の利用方法について検討の余地があることが

うかがえる結果となった。 

問  現在、生涯学習センターのホールや集会室を民間企業等が利用する場合は制限がありますが、 

民間企業等が生涯学習センターで活動（私塾・会議・研修・講演会・展示販売会など）を行うことに

ついて、どのように思いますか 
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